
（ヤマトビオトープ園　メダカの小川）



N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」

　
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
明
治
二
九
年(

一
八
九

六)

に
ギ
リ
シ
ャ
の
首
都
・ア
テ
ネ
で
第
一
回
大
会

が
開
か
れ
、日
本
が
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加

し
た
の
は
大
正
元
年（
一
九
一
二
）の
第
五
回
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
か
ら
で
、日
本
か
ら
は
マ
ラ

ソ
ン
の
金
栗
四
三
と
短
距
離
の
三
島
弥
彦
の
二
人

が
出
場
し
た
。第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
中
断
す
る
が
、大
正
九
年（
一
九
二
〇
）

の
第
七
回
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大
会
で
再
開
し
、日
本

は
テ
ニ
ス
競
技
で
銀
メ
ダ
ル
二
個
を
獲
得
、日
本

初
の
メ
ダ
ル
と
な
っ
た
。

　
昭
和
三
年（
一
九
二
八
）の
第
九
回
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
大
会
で
は
、人
見
絹
枝
が
日
本
人
女
性
と
し

て
初
出
場
し
、八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
走
で
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
。ま
た
、日
本
人
初
の
金
メ
ダ
ル
を
織
田
幹

雄
が
三
段
跳
び
、鶴
田
義
行
が
競
泳
の
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
で
獲
得
し
た
。続
く
第
一
〇
回

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会（
昭
和
七
年
・
一
九
三
二
）で
、

日
本
人
選
手
は
競
泳
五
種
目
で
金
メ
ダ
ル
、三
段

跳
び
と
馬
術
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、そ
の
活
躍

ぶ
り
は
目
覚
ま
し
か
っ
た
。

　
昭
和
七
年
は
、日
本
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
活
動
を
開
始
し
た
年
で
、昭
和
一
五
年（
一
九

四
〇
）の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
目
指
し
て
い

た
。

　
昭
和
一
一
年（
一
九
三
六
）の
第
一
一
回
ベ
ル

リ
ン
大
会
で
は
、前
畑
秀
子
が
日
本
人
女
性
初
の

金
メ
ダ
ル
を
競
泳
の
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
で

獲
得
し
、ラ
ジ
オ
の
実
況
中
継
で
絶
叫
す
る
音
声

が
流
れ
日
本
中
が
興
奮
し
た
。ベ
ル
リ
ン
大
会
は
、

ナ
チ
ス
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
さ
れ
る
が
、日
本

は
金
メ
ダ
ル
六
個
を
獲
得
し
、四
年
後
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
期
待
が
大
い
に
膨
ら
ん
だ
。し
か

し
、翌
年（
一
九
三
七
）の
日
中
戦
争
勃
発
で
戦
時

体
制
に
入
り
、日
本
は
昭
和
一
三
年（
一
九
三

八
）に
東
京
大
会
を
返
上
、翌
年
に
第
二
次
世
界

大
戦
が
勃
発
し
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
中
断
す
る
。

　
昭
和
二
三
年（
一
九
四
八
）、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

一
二
年
ぶ
り
に
ロ
ン
ド
ン
で
再
開
さ
れ
た
が
、日
本

は
招
待
さ
れ
ず
、昭
和
二
七
年（
一
九
五
二
）の
第

一
五
回
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
か
ら
復
帰
し
た
。田
畑

政
治
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
復
帰
と
と
も
に
東
京
開
催

の
招
致
活
動
を
開
始
す
る
。昭
和
三
一
年（
一
九

五
六
）の
第
一
六
回
メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
で
、日
本
は

金
メ
ダ
ル
四
個
を
は
じ
め
合
計
一
九
個
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
、昭
和
三
四
年（
一
九
五
九
）に
は
五
年

後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
し
た
。

　
昭
和
三
九
年（
一
九
六
四
）に
開
催
さ
れ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、合
計
一
六
個
の
金
メ
ダ
ル
を

量
産
し
、大
成
功
と
な
っ
た
。当
時
の
日
本
は
高
度

経
済
成
長
の
時
代
で
あ
り
、東
海
道
新
幹
線
の
開

業
な
ど
、社
会
経
済
の
発
展
と
と
も
に
あ
る
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　
女
性
が
ス
ポ
ー
ツ
で
世
界
的
な
活
躍
を
す
る

例
が
無
か
っ
た
時
代
、昭
和
三
年（
一
九
二
八
）の

第
九
回
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
走
で
ド
イ
ツ
の
ラ
ト
ケ
選
手
と

の
凄
絶
な
戦
い
を
制
し
、銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

人
見
は
当
初
、一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
走
で
優
勝
を
目

指
し
て
い
た
が
、準
決
勝
で
敗
退
し
た
た
め
、雪
辱

を
期
す
た
め
急
き
ょ
経
験
の
無
い
八
〇
〇
メ
ー
ト

ル
を
走
っ
た
。見
事
に
二
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
時
に
は

気
を
失
い
、同
じ
陸
上
競
技
に
出
場
し
て
い
た
織

田
幹
雄
、南
部
忠
平
が
肩
を
貸
し
て
ト
ラ
ッ
ク
か

ら
出
た
と
い
う
。男
性
も
及
ば
な
い
ほ
ど
の
猛
練

習
に
耐
え
て
の
栄
冠
だ
っ
た
。

　
人
見
は
陸
上
競
技
に
と
ど
ま
ら
ず
、文
才
も

あ
っ
た
た
め
、大
正
一
五
年（
一
九
二
六
）に
は
大

阪
毎
日
新
聞
社
で
記
者
と
し
て
働
き
、「
ス
パ
イ
ク

の
跡
」な
ど
陸
上
競
技
に
関
す
る
著
書
を
出
版
し

て
い
る
。さ
ら
に
後
進
の
育
成
に
も
取
り
組
み
、自

ら
が
中
心
に
な
っ
て
選
手
を
率
い
て
国
際
大
会
に

出
場
し
、そ
の
募
金
活
動
も
行
っ
た
。

　
帰
国
後
は
募
金
の
お
礼
を
兼
ね
て
日
本
各
地

を
講
演
し
、記
者
と
し
て
、競
技
者
と
し
て
多
忙

を
極
め
て
い
た
。日
々
の
無
理
が
祟
っ
た
の
か
、昭

和
六
年（
一
九
三
一
）八
月
二
日
、肺
炎
を
患
い

こ
の
世
を
去
る
。二
四
歳
と
い
う
若
さ
で
の
惜
し

ま
れ
る
死
で
あ
っ
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
現
ま
で
の
軌
跡

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
現
ま
で
の
軌
跡

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
に
残
る

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
先
駆
者

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
に
残
る

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
先
駆
者

　
大
正
三
年（
一
九
一
四
年
）に
和
歌
山
県
伊
都

郡
橋
本
町（
現
・
橋
本
市
）で
生
ま
れ
、家
の
近
く

を
流
れ
る
紀
の
川
で
泳
ぎ
を
覚
え
る
。昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）に
ハ
ワ
イ
で
開
催
さ
れ
た
汎
太
平
洋

女
子
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、一
〇
〇
m
平
泳

ぎ
で
優
勝
、二
〇
〇
m
平
泳
ぎ
で
準
優
勝
し
、昭

和
五
年（
一
九
三
〇
）か
ら
は
名
古
屋
の
椙
山（
す

ぎ
や
ま
）高
等
女
学
校（
現
・
椙
山
女
学
園
）に
編

入
し
練
習
に
明
け
暮
れ
る
。

　
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）の
第
一
〇
回
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、二
〇
〇
m
平
泳

ぎ
に
出
場
す
る
も
、僅
か
0
・
1
秒
差
で
2
位
と

な
る
。試
合
後
は
引
退
を
考
え
た
が
、周
囲
の
大

き
な
期
待
や
祝
賀
会
に
駆
け
付
け
た
東
京
市
長

永
田
秀
次
郎
に
説
得
さ
れ
、現
役
続
行
を
決
意
。

猛
練
習
を
重
ね
、昭
和
八
年（
一
九
三
三
）に
は
二

〇
〇
m
平
泳
ぎ
の
世
界
新
記
録
を
樹
立
し
た
。

　
昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）に
開
催
さ
れ
た
、第

十
一
回
大
会
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、二
〇

〇
m
平
泳
ぎ
に
出
場
し
、ド
イ
ツ
代
表
の
マ
ル
タ
・

ゲ
ネ
ン
ゲ
ル
と
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
を
繰
り
広
げ
て
、僅

差
で
見
事
優
勝
し
、日
本
人
女
性
初
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
る
。こ
の
レ
ー
ス
で

N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
河
西
三
省
氏
が「
前
畑
ガ

ン
バ
レ
」と
連
呼
し
、日
本
に
優
勝
を
伝
え
た
放
送

シ
ー
ン
は
、大
河
ド
ラ
マ「
い
だ
て
ん
」に
も
登
場
し

た
。引
退
後
は
、マ
マ
さ
ん
水
泳
教
室
を
開
く
な
ど

水
泳
人
口
の
拡
大
に
力
を
入
れ
、後
輩
の
育
成
に

も
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。（
取
材
と
文
　木
下
直
也
）

前畑秀子・古川勝資料展示館の池西館長。手
にしているのは前畑秀子が橋本橋の上流付近
の紀ノ川で練習している時の写真。
古川勝は前川秀子と同郷で、幼い頃から紀ノ川
で泳ぎ、第16回メルボルンオリンピック（昭和
31年）の200m平泳ぎで金メダルを獲得した。

優勝し、観客の声援にこたえる前畑秀子

前畑秀子・古川勝資料展示館の池西館
長。前畑秀子が橋本橋の上流付近の紀ノ
川で練習している写真を持っています。

前畑秀子・古川勝資料展示館の内部。
生誕地や母校などの画像を使って生涯を紹介す
るコーナーや、関連の書籍などを集めた資料コー
ナーも整備。有名な「前畑、がんばれ！」の実況も試
聴できる。入館無料。
開館時間：平日午前８時半～午後５時。
土・日曜と祝日は事前連絡が必要。
住所：和歌山県橋本市橋本1-1-8
電話：0736-26-8288

前畑秀子略年表

１：日本のオリンピックの先導者
　嘉納治五郎(1860～１９３８)
２：東京オリンピック1964聖火台
　（縮尺四分の三）
３：近代オリンピックの創始者
　ピエール・ド・クーベルタン像
　（1863～1937） 1 2 3

アムステルダム五輪で
走る人見絹枝
岡山県出身
（1907-1931）

人見絹枝像
（岡山県総合グラウンド）

「岡山県総合グラウンド内・遺跡＆スポーツ
ミュージアム」岡山が生んだ世界的女子アス
リートの人見絹枝、有森裕子の紹介と、岡山
平野の歴史を展示。入館無料
休館日：月曜日　
開館時間：午前9時～午後4時30分
住所:岡山市北区いずみ町2-1-11
電話:086-255-7300

有森裕子像
（岡山県総合グラウウンド）

23

前畑家の長女として誕生
13歳で100ｍ平泳ぎ 日本記録
汎太平洋女子オリンピック大会で
100ｍ平泳ぎ 優勝
母、父相次いで逝去
ロスアンゼルス五輪200ｍ平泳ぎ
で2位
ベルリン五輪200ｍ平泳ぎで1位

大正3年  （1914）
昭和2年  （1927）
昭和4年  （1929）

昭和6年  （1931）
昭和7年  （1932）

昭和11年（1936）

兵藤正彦と結婚
夫正彦 逝去
国際水泳連盟殿堂入り（日本女性初）
脳溢血で倒れる。 不屈の精神でリハ
ビリをこなし一年半で回復。
国の文化功労者に選ばれる
逝去

昭和12年（1937）
昭和34年（1959）
昭和53年（1978）
昭和58年（1983）

平成2年  （1990）
平成7年  （1995）
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序
章

2
0
2
0
年　

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

明知城が宝治元年(1247年)に築城された

ころ砦を築いたと伝えられています。 伝承に

よれば、明智光秀公はこの落合（現在の千

畳敷公園）で生まれ、産湯に使ったとされる

井戸があります。（恵那市明智町947-10）

明智光秀公供養塔の建物の前にある

肖像画。

光
秀
の
出
生
地
に
諸
説
あ
り

　

明
智
光
秀
の
出
生
地
に
は
定
説
が
無
く
︑言
い
伝
え
が

残
っ
て
い
る
地
域
が
複
数
あ
る
︒光
秀
の
出
生
を
確
定
す

る
有
力
な
文
書
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の

だ
︒出
生
地
に
と
ど
ま
ら
ず
︑両
親
の
名
前
や
生
ま
れ
た

年
も
定
説
が
無
い
︒出
生
年
と
さ
れ
る﹁
享
禄
元
年︵
一
五

二
八
︶﹂は
︑江
戸
時
代
に
書
か
れ
た﹁
明
智
軍
記
﹂に
出

て
く
る
の
だ
が
︑明
智
軍
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
史
実
の

信
用
性
が
低
い
︑と
す
る
歴
史
学
者
も
い
る
︒

   

光
秀
は
︑織
田
信
長
を
自
害
に
追
い
詰
め
た﹁
本
能
寺

の
変
﹂を
起
こ
し
た
が
︑そ
の
動
機
に
つ
い
て
も
識
者
で
意

見
が
分
か
れ
る
︒も
っ
と
も
一
般
的
な
の
は
︑謀
反
を
起
こ

し
天
下
を
取
ろ
う
と
し
た
と
す
る
説
だ
が
︑そ
の
他
に
も

足
利
義
昭
が
信
長
を
討
て
と
命
じ
た
と
す
る
説
や
︑信
長

の
比
叡
山
焼
き
討
ち
な
ど
非
道
な
行
い
を
阻
止
す
る
た

め
だ
っ
た
︑と
す
る
説
が
あ
る
︒

   

未
知
な
部
分
が
多
い
明
智
光
秀
だ
か
ら
こ
そ
︑想
像
力

を
働
か
せ
て
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も

し
れ
な
い
︒今
回
は
︑岐
阜
県
内
に
あ
る
光
秀
の
出
生
地

を
め
ぐ
っ
て
み
た
︒　　
　
　

(

取
材
と
文　

木
下
直
也)

聖
な
る
獣
・
麒
麟
は
、腐
敗
し
た
政
治
を
糺
し
、善

政
を
施
す
英
雄
の
前
に
姿
を
現
す
と
い
う
。応

仁
の
乱
に
よ
っ
て
飢
え
や
貧
困
に
苦
し
む
民
を
救
う
英

雄
は
誰
か
。麒
麟
は
い
つ
姿
を
現
す
の
か
。

  

前
半
生
は
謎
に
包
ま
れ
な
が
ら
、や
が
て
織
田
信
長

と
と
も
に
天
下
統
一
に
手
腕
を
ふ
る
う
明
智
光
秀
。「
麒

麟
が
く
る
」で
は
謎
め
い
た
光
秀
の
前
半
生
を
独
自
の

歴
史
解
釈
で
描
き
、後
半
は
戦
国
の
英
傑
た
ち
と
と
も

に
希
望
の
光
を
追
い
求
め
た
姿
を
描
き
出
し
ま
す
。

麒
麟
が
く
る

明智町の龍護寺にある出生地の石碑。

2

89

﹁
岐
阜
県
恵
那
市
明
智
町
﹂

1

3 4 5

6 7 8

❶❷　龍護寺の境内入口の一角には、光秀公御霊廟と供養塔があります。境内には明智遠山
氏累代の墓所があります。ちなみに、明智遠山氏は江戸時代になると明知遠山氏と名乗ってお
り、これは本能寺の変を境に追求を恐れ、明知としたのではないかと伝えられています。昭和の合
併時に、現在の明智に戻されました。

❸　万葉の歌人・柿本人麻呂を祭神とする八王子神社。光秀公は八王子神社に人麻呂を祀
り、境内に楓を植えたと伝わっています。

❹　明知城本丸の途中にある天神神社。光秀公が若かった時期に学問に励んだ場所といわれ
ています。祭神は菅原道真公。

❺　明知城（白鷹城）本丸跡。明知城は可児市の明智長山城と同様に、光秀公生誕の城と伝え
られていますが、定説ではありません。明知城は戦国時代に織田、武田の間で争奪戦が続きまし
たが、関ヶ原の戦いで遠山利景によって平定され、明治維新まで遠山氏が城主でした。「遠山の
金さん」のモデルになった江戸町奉行・遠山景元（金四郎）は利景の子孫にあたります。

❻❼　お牧の方墓所光秀公のご母堂を祀る石碑があります。樹齢400年を超える高野槇が墓標
となっており、神木として崇拝されています。

❽　大正村の浪漫亭。お土産処、レストランがある。上記写真の1～7は浪漫亭から徒歩で
散策できます。

公益財団法人日本大正村
〒509-7731 岐阜県恵那市明智町1884-3　電話：0573-54-3944

　

恵
那
市
明
智
町
に
は
山
城
の
明
知
城
址
が
あ
る
︒そ

の
麓
に
は
落
合
砦︵
千
畳
敷
砦
︶と
い
う
出
城
が
あ
り
︑そ

こ
に
は
光
秀
の
産
湯
の
井
戸
が
あ
っ
た
と
す
る
生
誕
伝
承

が
残
っ
て
い
る
︒

　

明
智
町
の
光
秀
ゆ
か
り
の
史
跡
は
︑明
智
鉄
道
明
智

駅
か
ら
徒
歩
で
行
け
る
大
正
村
に
点
在
し
て
い
る
︒



明智家
明智光秀
（長谷川博己）

美濃の明智家は下級武士であっ
たが、光秀は勇敢でありながら
知力の高く、美濃を支配する斎
藤道三に見いだされ家臣となり、
重要な働きをする。道三が戦に
敗れ光秀は主君を失うが、織田
信長に出会うことで運命の歯車
が動き出す。

　

可
児
市
瀬
田
に
は
土
岐
明
智
氏
一
族
の
居
城
・
明
知

城
が
あ
る
︒光
秀
は
こ
の
明
智
城
で
出
生
し
た
と
す
る
説

が
あ
る
︒ま
た
︑可
児
郡
に
は﹁
明
智
荘︵
あ
け
ち
の
し
ょ

う
︶﹂と
い
う
荘
園
が
あ
り
︑土
岐
明
智
氏
の
発
祥
の
地

と
さ
れ
て
い
る
︒土
岐
明
智
氏
は
︑室
町
幕
府
か
ら
美
濃

国
を
治
め
て
い
た
名
門
・
土
岐
氏
の
支
族
で
あ
る
︒土
岐

氏
は
清
和
源
氏
の
末
裔(

ま
つ
え
い)

で
あ
り
︑南
北
朝
時

代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
美
濃
国
の
守
護
を
務
め
る

と
と
も
に
︑室
町
幕
府
の
侍
所︵
軍
事
・
警
察
を
担
う
要

職
︶も
務
め
る
名
族
だ
っ
た
︒

  

か
つ
て
美
濃
源
氏
の
流
れ
を
く
む
土
岐
氏
の
居

館
が
あ
り
︑こ
こ
に
も
産
湯
の
井
戸
が
あ
っ
た
と
す

る
伝
承
が
残
っ
て
い
る
︒
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光
秀
の﹁
う
ぶ
湯
の
井
﹂が
あ
る
︒光
秀
の
生
み
の
親

は
地
元
の
豪
族
の
娘
で
︑の
ち
に
明
知
城
主
・
明
智
光

綱
の
養
子
に
な
っ
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
︒

土岐家 旅の一座三河農民

（尾美としのり）
美濃の守護職。道三と結
託して兄を守護の座から
追放し、家督争いをした
ことがある。

土岐頼芸
（岡村隆史）

光秀が美濃で出会う三河
出身の農民。神出鬼没で、
光秀の危機に姿を現して
援助する。

菊丸
（尾野真千子）

駒が東庵に引き取られる
前に幼少期に預けられて
いた旅芸人の女座長の
娘。今は一座の座長で有
力大名や公家と懇意。

伊呂波太夫

徳川家今川家 幕臣
今川義元
（片岡愛之助）

「海道一の弓取り」の異名
を持ち、道三たちがおびえ
る東海最強の戦国武将。

太原雪斎
（伊吹吾郎）

今川義元の軍師。青年期
から義元に仕え、今川家
の隆盛に大きく貢献した。

細川藤孝（幽斎）
（眞島秀和）

光秀の生涯の盟友。将軍
奉公衆として室町幕府の
再興に尽力する。文化人
でありながら、武道にも
長けている人物。

三渕藤英
（谷原章介）

室町幕府末期の幕臣（将
軍奉公衆）。光秀の盟友・
細川藤孝の異母兄。幕臣
として、将軍・足利義輝、
足利義昭に仕える。

徳川家康
（風間俊介）

三河の戦国大名で織田信
長と同盟を結ぶ。

京の人々 足利家
駒

（門倉 麦）
医師・東庵の娘で、光秀と
は京で出会う。伝説のい
きもの麒麟の存在を信じ
ている。

望月東庵
（堺正章）

京在住の医師。朝廷や各
地の戦国大名などに特殊
な人脈がある。光秀を導
く存在。

松永久秀
（吉田鋼太郎）

畿内で勢力を持つ武将。
若い頃の光秀に大きな影
響を与える。

足利義輝
（向井 理）

室町幕府第13代将軍。

足利義昭
（滝藤賢一）

13代将軍足利義輝の弟。
義輝亡き後、室町幕府最後
の将軍となる。政治力と外
交力に卓越していた。

明智光秀の墓　桔梗塚

一日市場（ひといちば）館跡の石碑
明智光秀うぶ湯の井戸

可
児
市
瀬
田
地
区

山
県
市
中
洞
の
白
山
神
社

瑞
浪
市
土
岐
町
一
日
市
場
の

八
幡
神
社

明智光秀　略年表

麒麟がくる　登場人物

明智城大手門跡　

明智長山城跡の石碑

明智氏歴代墓所（可児市瀬田地区）

大永8年（1528）
　 　 　 　 　 　 　
永禄11年（1568）

永禄13年（1570）

元亀2年（1571）

元亀3年（1572）

天正3年（1575）

天正6年（1578）

天正8年（1580）

天正10年（1582）

この年代の出生と推定されている。   明智光秀生誕の地が複数ある。

織田信長に仕える。足利義昭が室町幕府15代将軍に。

金ヶ崎の戦いで殿（しんがり）を務め敵の追撃を防ぐ。

信長に従い比叡山焼き討ちを実行。

琵琶湖畔に居城となる坂本城を築城。

丹波方面の攻略の任にあたる。

娘の玉子（ガラシャ）が細川家に嫁ぐ。

信長から丹波の国（29万石）を与えられる。

安土城で徳川家康の接待役を務める。毛利方と対峙していた中国方面司令官の羽柴（豊臣）秀吉から出
馬要請を受けた織田信長が、大軍を派遣することを決定し、光秀も出馬命令を受ける。秀吉軍の援軍に向
かう途中で京都に引き返す。信長を襲撃する本能寺の変で信長は自害。秀吉らの軍勢と京都の山崎で戦
闘となり敗北。落ち武者狩りで敗死。

光
秀
の
出
生
地
に
諸
説
あ
り(

岐
阜
県)

（徳重 聡）
光秀の正室。美濃の土
豪・妻木氏の娘。光秀
を支える女性。

光秀の母。光秀が幼い
頃に亡くなった父代わ
りとなって武士道を教
えながらも、成長を見
守る優しい母。

光秀の叔父（父の弟）。
明智家の当主で、道三
の家臣。明智家の将来
を心配している。

明智家に仕える家臣。
戦では武功を上げ、光
秀を慕っている。

藤田伝吾明智光安
（西村まさ彦）

牧
（石川さゆり）

煕子
（木村文乃）

斎藤家
斎藤道三
（本木雅弘）

道三の嫡男。自らの出自に
疑問を持ち、父とはわだか
まりがある。光秀とは幼少
期から交流がある。

道三の娘。光秀とは姻戚
関係がある。政略結婚に
より、のちに織田信長の
正妻となる。

美濃三人衆と呼ばれた斎
藤道三有力家臣の一人。は
じめ土岐頼芸の家臣で
あったが、のちに道三の家
臣となった。道三の政治に
不満を抱くようになる。

守護代・斎藤道三の側室。
斎藤高政（義龍）の実母。
元は守護・土岐頼芸（とき
よりのり）の愛妾だった。

美濃の守護代で光秀の主
君。亡父とともに親子二
代で美濃の国を支配しよ
うと目論む。軍事、政略に
長けている。

斎藤義龍 帰蝶（濃姫） 深芳野稲葉良通（一鉄）
（伊藤英明） （川口春奈） （村田雄浩） （南 果歩）

織田家

織田信長の父。尾張で道
三や駿河の今川と覇権争
いをしている。

光秀が尾張で出会う信秀
の嫡男。天下統一を目指し
光秀も手腕を発揮する。

のちの秀吉。身分が低
かったものの、信長の家
臣として頭角を現してい
く。光秀生涯のライバル。

織田信秀の継室で、信長
とその弟・信勝（信行）の
生母。幼少時には周囲か
らうつけと思われていた
信長を嫌い、弟の信勝を
かわいがる。

信秀を支える織田家の老
臣。信長のもり役。

織田信長 平手政秀 藤吉郎 土田御前
（染谷将太） （上杉祥三） （佐々木蔵之介） （檀 れい）

織田信秀
（高橋克典）
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寄
稿と

の
共
演
な
ど
、新
た
な
発
表
の
場
が
定
期
的
に
で
き
る
と
、

大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
に
な
る
と
思
い
ま
す
し
、群
響
に
興
味

を
持
つ
若
い
音
楽
家
も
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

―

群
響
も
高
齢
化
で
弦
、管
問
わ
ず
名
手
が
引
退
、あ
る
い

は
引
退
が
そ
う
遠
く
な
い
メ
ン
バ
ー
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

ね
、ど
の
よ
う
に
若
手
を
確
保
し
、群
響
の
伝
統
を
継
承
し

て
い
く
か
、コ
ン
ミ
ス
と
し
て
こ
の
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い

ま
す
か
？

伊
藤 

団
員
の
平
均
年
齢
が
高
い
と
い
う
実
感
は
持
っ
て
い
ま

す
。ベ
テ
ラ
ン
団
員
は
大
き
な
戦
力
で
す
が
、一方
で
次
代
を
担

う
若
手
の
確
保
も
絶
対
必
要
で
す
。若
い
音
楽
家
を
も
っ
と
開

拓
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。群
響
を
知
って
も
ら
い
、移
動

音
楽
教
室
や
芸
術
劇
場
で
の
定
期
演
奏
会
を
は
じ
め
、著
名

な
音
楽
家
と
の
共
演
が
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
、

“

群
響
に
入

り
た
い”

と
思
う
若
い
音
楽
家
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

―

１２
月
と
い
え
ば
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
が
、演
奏
者
の
立
場
か
ら
第
九
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

お
ら
れ
ま
す
か
？

伊
藤 

9
月
の
高
崎
芸
術
劇
場
の
開
幕
コ
ン
サ
ー
ト
も
第
九
で

し
た
。ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
の
交
響
曲
で
ど
れ
か
一
曲
選
ぶ
と
す
れ

ば
、や
は
り
第
九
で
す
ね
。何
度
も
演
奏
し
て
い
ま
す
が
、弾
く

た
び
に
あ
ら
た
な
発
見
が
あ
り
ま
す
し
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
や
っ

て
い
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
感
じ
る
瞬
間
で
す
。ご
承
知
の
よ
う

に
、第
四
楽
章
の
合
唱
で
ド
イ
ツ
の
文
豪
シ
ラ
ー
の
こ
と
ば
、「
苦

悩
を
通
じ
て
の
歓
喜
」が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
に
多
く
の
人

が
感
動
し
ま
す
が
、私
は
時
代
背
景
が
絡
ん
で
い
る
と
思
う
の

　

群
馬
交
響
楽
団
は
長
年
、定
期
演
奏
会
を
群
馬
音
楽
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
音
楽
セ
ン
タ
ー
は
チ
ェコ
出

身
の
ア
ン
ト
ニ
ン・レ
イ
モ
ン
ド
が
設
計
し
た
名
建
築
で
、昭
和

36
年
の
完
成
で
す
。音
楽
や
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
お
り
、舞
台
に
上
が
っ
た
と
い
う
県
民
も
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。高
崎
城
跡
の
堀
や
城
壁
、庭
園
な
ど
、日

本
古
来
の
風
景
と
も
調
和
し
て
お
り
、広
場
を
散
歩
す
る
方

も
よ
く
見
か
け
ま
す
。こ
と
し
9
月
1
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
、

群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
で
の
最
後
の
定
期
演
奏
会
で
は
、終
演
後

に
首
席
奏
者
、第
一奏
者
が
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
に
登
場
し
、フ
ァ
ン

と
懐
か
し
さ
を
共
有
し
な
が
ら
も
、新
た
な
芸
術
劇
場
へ
の
期

待
を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
し
た
。

　

定
期
演
奏
会
場
が
変
わ
る
と
い
う
の
は
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

と
っ
て
大
き
な
転
換
点
に
な
り
ま
す
。長
年
音
楽
セ
ン
タ
ー
で

作
り
上
げ
て
き
た「
群
響
の
音
」が
ど
う
な
って
い
く
の
か
。

―

私
が
群
響
を
は
じ
め
て
音
楽
セ
ン
タ
ー
で
聴
い
た
と
き
驚

い
た
の
は
、客
席
と
舞
台
が
一
緒
に
音
楽
空
間
を
作
り
出
し
て

い
る
こ
と
で
し
た
。や
は
り
地
域
の
オ
ケ
の
良
さ
だ
な
と
強

く
感
じ
ま
し
た
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤 

お
客
さ
ま
と
の
距
離
感
が
良
い
意
味
で
近
い
と
い
う
の
は

私
も
感
じ
て
い
ま
す
。歴
史
も
長
い
し
、移
動
音
楽
教
室
を
通

じ
て
地
域
に
根
付
い
て
い
る
な
と
強
く
感
じ
ま
す
。メ
ン
バ
ー
も

“

群
響
の
団
員
で
あ
る
こ
と”

に
誇
り
に
思
って
い
ま
す
し
、と
て

も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

―

オ
ケ
に
と
っ
て
定
期
会
場
が
変
わ
る
と
い
う
の
は
と
て
も

大
き
な
転
換
で
す
よ
ね
、新
し
い
芸
術
劇
場
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
ま
す
か
？

伊
藤 

自
分
が
所
属
す
る
オ
ケ
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
新
し

い
ホ
ー
ル
が
で
き
、そ
こ
に
立
ち
会
え
る
こ
と
は
ほ
ん
と
に
す
ば

ら
し
い
こ
と
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。芸
術
劇
場
は
建
物
、ホ
ー

ル
も
、と
て
も
す
て
き
だ
な
と
思
い
ま
す
し
、高
崎
に
国
際
的

な
ホ
ー
ル
が
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。世
界
の
音
楽
家
が「
こ

こ
で
演
奏
し
た
い
！
」と
思
って
く
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

―

新
し
い
ホ
ー
ル
と
い
う
こ
と
で
、隣
県
や
東
京
の
音
楽

フ
ァ
ン
の
関
心
も
よ
び
、足
を
運
ん
で
も
ら
い
や
す
く
な
り
ま

す
ね
。群
響
に
と
っ
て
あ
ら
た
な
フ
ァ
ン
獲
得
の
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
と
思
い
ま
す
が
、あ
ら
た
に
や
っ
て
み
た
い
ア
イ
デ
ア
は

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

伊
藤 

例
え
ば
小
ホ
ー
ル
で
室
内
楽
シ
リ
ー
ズ
が
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。群
響
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、海
外
の
著
名
な
演
奏
家

で
す
。ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
が
生
き
た
の
は
、啓
蒙
思
想
が
ひ
ろ
が

り
、王
侯
貴
族
が
主
役
だ
っ
た
時
代
か
ら
、市
民
社
会
が
芽
生

え
て
き
た
時
代
で
す
。自
由
、人
権
と
い
う
概
念
を
意
識
し
た

作
曲
家
で
あ
り
、市
民
の
思
い
の
代
弁
者
。あ
の
壮
大
な
音
楽

と
詩
が
見
事
に
合
致
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、多
く
の
人
が
時
代

を
超
え
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
の
音
楽
に
共
感
し
、心
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。群
響
も
高
崎
を
は
じ
め
、伊
勢

崎
や
舘
林
と
県
内
各
地
で
演
奏
し
ま
す
。

―

伊
藤
さ
ん
が
一
番
お
好
き
な
作
曲
家
は
誰
で
し
ょ
う
か
？

伊
藤 

一
人
選
ぶ
と
す
れ
ば
、や
は
り
ブ
ラ
ー
ム
ス
で
し
ょ
う
か
。

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
と
い
う
古
典
派
か
ら
現
代
へつ

な
が
る
時
代
で
、骨
太
な
部
分
と
非
常
に
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

共
存
す
る
音
楽
で
す
ね
。映
画
音
楽
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す

し
。バ
イ
オ
リ
ン
で
は
協
奏
曲
と
ソ
ナ
タ
が
良
く
知
ら
れ
て
い

て
、私
も
ソ
ナ
タ
の
Ｃ
Ｄ
を
録
音
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

―

群
響
は
来
年
が
創
立
７
５
年
。長
い
歴
史
を
さ
ら
に
積
み

重
ね
て
い
く
う
え
で
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
何
を
目
指
し
て
い
く

の
か
、ま
た
伊
藤
さ
ん
の
夢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
藤 

群
響
に
つ
い
て
は
、群
馬
以
外
の
音
楽
フ
ァ
ン
に
も
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、ぜ
ひ
高
崎
芸
術
劇
場
で
の
定
期
演
奏

会
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。海
外
公
演
な
ど
も
夢
で
は
な

く
、実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
個
人
は
、年
齢
を
重
ね

て
も
現
役
で
弾
い
て
い
た
い
し
、後
進
の
指
導
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
で
す
。

―

こ
れ
か
ら
の
群
響
が
ま
た
楽
し
み
で
す
ね
、き
ょ
う
は
長

い
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

群
馬
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
ミ
ス
ト
レ
ス 
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ま
た
新
た
な
会
場
を
軸
に
群
響
は
こ
れ
か
ら
何
を
目
指
し
て

い
く
の
か
、演
奏
面
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
ミ
ス
ト
レ
ス

の
伊
藤
文
乃（
い
と
う
あ
や
の
）さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

―

伊
藤
さ
ん
は
群
響
の
コ
ン
サ
ー
ト
ミ
ス
ト
レ
ス
と
し
て

何
度
も
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
舞
台
に
立
た
れ
ま
し
た
。定
期

演
奏
会
の
会
場
が
変
わ
る
に
あ
た
り
、思
い
を
お
き
か
せ

く
だ
さ
い
。

伊
藤 

私
も
群
響
も
こ
の
音
楽
セ
ン
タ
ー
に
育
て
て
も
ら
っ
た
と

い
う
、感
謝
の
思
い
で
す
。入
団
し
た
こ
ろ
、高
名
な
建
築
家
の

建
物
と
き
い
て
い
ま
し
た
が
、斬
新
な
造
り
で
面
白
い
建
物
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。ほ
の
ぼ
の
と
し
た
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

演
奏
中
に
外
の
雷
の
音
が
響
い
て
き
た
こ
と
も
思
い
出
し
ま

す
。と
も
か
く
群
響
に
と
って
原
点
の
場
所
で
す
し
、保
存
さ
れ

る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

―

群
響
に
コ
ン
サ
ー
ト
ミ
ス
ト
レ
ス
と
し
て
入
団
さ
れ
て

1
0
年
。い
ま
群
響
、ま
た
群
馬
の
魅
力
を
ど
う
感
じ
て
お
ら

れ
ま
す
か
？

伊
藤 

自
分
が
入
団
し
た
こ
ろ
は
、ち
ょ
う
ど
高
関
健
さ
ん
か
ら

次
の
時
代
へ
と
い
う
変
革
の
時
で
し
た
。い
ま
は
そ
れ
に
次
ぐ
変

革
の
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。小
林
研
一郎
さ
ん
を
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、新
た
な
指
揮
者
と
の
共
演
も
あ
り
ま

す
。そ
し
て
高
崎
芸
術
劇
場
と
い
う
新
た
な
場
で
、魅
力
的
な

企
画
が
で
き
た
ら
、群
響
は
飛
躍
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
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